
提出２００９年３月２３日 

 

会合議事録 

 

研究会名：原子分子内殻励起研究会および軟Ｘ線利用技術研究会 

日  時： ２００９年３月１４日 １４：００‐３月１５日１２：００ 

場  所： 放射光普及棟・中講堂 

出席者： （議事録記載者に下線）（敬称略） 上田潔、岡田和正、下條

竜夫、金島岳、齋藤則生、鈴木功、為則雄祐、田林清彦、平谷篤也、福澤宏宣、

伊吹 紀男、和田真一、石黒英治、長岡伸一、田中健一郎、永谷清信、吉田 啓

晃、小谷野猪之助、北村英男、田中隆次、奥山雅則、大橋治彦、徳島高、仙波

泰徳、大浦正樹 

      計２５名 

 

議題：ＢＬ２７ＳＵの１０年間の成果と今後の活動について 

 

議事内容：２００９年にＢＬ２７ＳＵが共用１０周年を迎えるため、この１０

年を振り返り、達成された事、あるいは未だ達成されていない事柄を整理する

と共に、ＢＬ２７ＳＵで得られた成果を総括した。また、今後の研究動向につ

いても議論および意見交換した。 

 

当日のプログラム 

３月１４日（土） 

１４：００ （軟 X 線光化学ビームラインこの１０年と今後に向けて） 齋 藤 則

生 （産総研） 

１４：０５‐１４：２０ 軟Ｘ線領域の光源戦略 北村英男 (理研) 

１４：２０‐１４：５５ Figure-8 アンジュレータ 田中隆次 (理研) 

１４：５５‐１５：００               和田 真一 （広島大） 

１５：００‐１５：４５ 化学結合切断の制御に向けた軟 X 線光化学の夢 田 中 健

一郎 （広島大） 

１５：４５‐１６：００ 休憩  

１６：００‐１６：０５  金島岳 (大阪大) 

１６：０５‐１６：５０ 機能性材料薄膜の光励起プロセス 奥山雅則 (大阪大) 

１６：５０‐１６：５５  大橋治彦 （JASRI） 



１６：５５‐１７：３０ 軟 X 線ビームラインの計画と分光器 石黒英治 

１７：３０‐１７：４０ 総括（軟Ｘ線光化学ビームラインこの１０年） 鈴 木 功 

（高エネ研） 

１８：００‐１９：３０ 懇親会  

 

３月１５日（日） 

９：００‐９：３０ 軟 X 線光化学ビームライン -この１０年と今後- 為則雄祐 （JASRI） 

９：３０‐１０：００ 水素結合クラスターの内殻励起スペクトルと光誘起過程

 田林清彦 （広島大） 

１０：００‐１０：３０ 放射光 CVD の現状 金島岳 (大阪大) 

１０：３０‐１０：４０ 休憩  

１０：４０‐１１：１０ 表面吸着分子・液体の発光分光実験 徳島高 (理研) 

１１：１０‐１１：３０ 放射光・FEL による原子・分子の光イオン化 福 澤 宏

宣 (東北大) 

１１：３０‐１１：５０ 試験加速器 SCSS を利用したクラスターへの EUV-FEL 照射実

験 永谷清信 (京都大) 

１１：５０‐１２：００ 総括（今後に向けて） 伊吹紀男（京都大） 

１２：００‐１２：１０ 総括（今後に向けて） 小谷野猪之助 


